
○タイ王国の洪水・水管理プロジェクトの概念設計に係る評価基準 【別紙－２】
評価
項目

評価の着目点 配点

①個々の技術者の能力は高いと評価できるか

（評価のポイント）
・経歴、過去の受注業務の実績等
・プレゼン及び応答内容

10点

②タイ河川に特有な課題を把握しているか

（評価のポイント）
・現地に関する知識
・プレゼン及び応答内容

10点

20点
①日本の技術力を活かして幅広い分野にわたる検討を適切に実施できる体制が組めると
判断できるか

（評価のポイント）
・概念設計のスコープに対応した提案者（チーム）内の役割分担が適切、明確であるか
・現地タイ企業や現地法人を有する企業の連携について考慮されているか
・日本の技術力を活かせる体制となっているか。

10点

②短期間で適切な提案が可能となるような人員が配置されているか

（評価のポイント）
・検討に充分な能力を有した技術者・スタッフが配置されているか
・情報収集、タイ語翻訳、良質なプレゼンテーションの作成に対応した要員が確保されてい
るか

10点

20点

①効果的な治水対策の提案が可能と見込まれるか

（評価のポイント）
・2011年洪水の原因や現在のタイの河川の課題等が適切に把握できているか

12点

②タイ側のニーズに適合した提案ができると見込まれるか

（評価のポイント）
・1月に策定されたタイ政府M/Pを踏まえた内容となっているか

12点

③技術的に的確な内容の提案ができると見込まれるか

（評価のポイント）
・利用しようとしている技術・理論・根拠等が的をえたものか

12点

④革新性を持つ提案ができると見込まれるか

（評価のポイント）
・独創性を持ち、他者との差別化ができる内容となっているか

12点

⑤提案された内容は実現可能なものとなっているか

（評価のポイント）
・時間的、金銭的、技術的制約を考慮したうえで妥当と判断できるものか

12点
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